だ れ に で も で きる 。 
か ん た ん デモ の や り 方 ガイ ド (うろ お ぼ ほえ) 


UI 


@⑯ で も で も デモ っ て ど な い し て すん の ? 


な ん や いつ の ま に か 圭 争 に 各 揚 し よう と し て た り 、 例 持ち だ けが 好き 答 手 で きる 世の中 を 作ろ うと し 
て た り 、 公園 や 忠 上 が いつ の ま に か 自由 な 場所 じゃ な く な っ て た り 、 ク ラブ が どん どん 演 さ れ て し も 
て た り 、 ど うし よう も な い 事 終 が 起こ っ て いる に も 岡 わら ず 原 発 を 使い 続け よう と し て る 奴ら が 相 も 
識 わ ら ず 力 を 畠 っ て た り .. や な こと だ ら け の 世の中 


虹 な こと に は 料 や と 言う 、 な ん に も 言わ な い の は 半沢 を 大 隊 し て る ん と 一 計 
な ん で も いい か ら その 気持 ち を 表現 し た い 。 せ や ! デモ を し た い 由 

・・・ っ て 、 思っ て も どう や っ た らい い の か 分 か ら な い 。 本 屋 に 行っ て も 「 ハ ウツ ー デ モ 」 な ん て 本 
は 売っ て な いし 、 カ ルチャ ー ス クー ル に 行っ て も 「 デ モ 入 貼 」 な ん て 順 座 は や っ て な い 、 

うこ ん 、 こ らい か ん 人 い な ら 作っ て まえ 、 っ て こと で 作っ て み ま し た 

「HOWTO デモ 」 ビ ピラ 


@ デモ する に は どん な 大 出 が 必要 ? 
大 阪 で デモ を や る 場合 、 必 要 な 申請 ( 屋 出 ) は お お ま か に 2 
モ 申 (正式 に は 集団 示 時 放 可 加 天 と 通則 許可 
実 陣 は 遂 の 類 で 両方 で そる) と 、 公 還 作 放 回 


さら に サウ ンド カー を 使っ た サウ ンド デモ で 、 か つ D 等 が 医 谷 の 上 で 
プレ イ する 電 合 は 、 交 企業 放 億 と いう の も 必要 


大 阪 で の デモ に 必要 な 申 
』・ 公国 使用 許可 還 (公国 理事) 


@ 事前 に 何 を 決め て お く ??? 


テモ 申請 等 を する に あたっ て 、 事 前 に 決め と く こ と は だ いた い 大 の 通り 
テモ コー ス 
信人 場所 (公国 等) ・ 多 場所 
デモ の 開 負 時間 
デモ の 名 称 (テキ トー で OK) 
デモ の 指揮 者 (デモ の 時 、 先 豆 


斎 と や り と り を する 人 ) な ど 


な お 、 先 員 車 (サウ ンド カー も 含む ) を 使っ た デモ を する 場合 は 、 デ モ 中 請 の 陳 に その 還 の ナン バー 
を 伝え な けれ ば な ら な い の で 、 予 め 還 の 手配 も 済ま せ て お こう 、 も ちち ん レン タカ ー で も 大 丈夫 。 
レン タカ ー の 場合 は 、 予 約 の 原 に ナン バー を 同 い て お こう 。 

レン タカ ー 届 さん の 衝 合 で 、 当 日 使う 還 が 列 の 車 に な っ て も 、 デ モ が 始ま る 前 に 芝 察 に その 古 を 伝え 
れ ば 間 古 な し 。 

また 、 友 台 生 還 可 を 取る 麻 に は 、 事 三 の 写し も 周 音 し て お こう 。 


@ いざ デモ 申請 1 1 


男 合 用 許可 四 請 


・ ま ず 公 還 用 許可 下請 は 、 デ モ の 集合 場所 や 集会 で 全う 公園 を 管 絆 する 公国 事務 所 に 行く こと に な 
る 。 公園 に よっ て は デモ の 集合 埋 所 と し て 使わ せ て くれ な いこ と も ある の で 注意 。 HP 等 で は 琴 
で き な いん で 、 事 前 に 公事 務 所 に 電話 で 層 い て みよ う 。 途 去 の デモ で 集合 場所 な ど と し て 使わ れ 
た こと の ある 公園 で あれ ば 、 ほ ば ぼ 同 題 は な い は ず 。 

・ ま た 、 当 日 、 列 の 集会 や お 打 り 簿 で 公園 が 斉 が っ て し まっ て いる こと も ある の で 、 こ ちら も 事前 に 
人 国生 所 に 聞い て お こう 
・ 守 際 の 申 研 は デモ や の 名 称 や 参加 志 定 人 迷 (わか る わけ な いん で デキ トー に ) な ど を 記入 、 公 国人 
用 ( 金 蜂 信 ! そん な 高く な いよ ) を 支払 っ て 終了 。 

・ 全 園 使用 放 可 は 開か ら 計 可 古 が 発行 され る まで に 早く て も 1 守 日 が 必要 。 また 公 革 事務 所 は 
平日 し か 空い て いな い の で 注意 ! 


b. テモ 申請 


・ 大 阪 の 場合 は 、 デ モ の 72 凍 前 まで に 大 阪 公 安 員 会 あて に 「 人 示 遼 詩 可 還 請 」 と 、 
出発 地 点 の 邊 長 あて に 「 道 使用 許 可 因 」( 実 訂 は 1 遂 の 守 類 で 本 方 で さる) を し な けれ ば 
な ら な い 、 
この テモ 申請 が いち ば ん 体 力 と 気 カ を 使う 、 あ の や た ら 立 泊 な 大 阪和 千 に 入る だ け で も 所 湖 す る 。 

・ そ し て デモ の コー ス に つい て 、 け っ こう 芝 察 が イチ ャ モン を つけ て くる 。 

な か な か 思い 通り の コー ス を 剖 ち 取る の は 疲れ る 作業 だ 。 で も 、 ご ね て ご ね て ご ね まく れ ば こち ら 
の 思い 通り の コー ス を 通せ る こと も 。 気力 が ある 人 は ご ね まく っ て みよ う 。 


・ コ ー ス が 決ま れ ば あと は 還 請 書 に 放 要 事項 (デモ の 
日 時 や 名 称 、 主 催 者 の 名 称 、 デ モ の 短 近 者 の 名 前 、 
還 を 使う 場合 は 陳 の ナン バー な ど ) を 記入 。 そ し て 
デモ コー ス の 地 回 を な ぜ か 手書き で 記入 する 。 こ の 
地 較 を 拉 く 作業 が ヒジ ョ ー に めん どく さい ! 

・ ち な み に 、 大附 著 に は デモ 四 任 (?) の 福 当 


者 が いる の で 、 申 前 大阪 抽 辻 に 電話 で アポ イン 
ト を 入れ て お こう 。 
その 麻 、 中 間 係 で 分 か ら な いこ と が あれ ば 聞い て 


お こう 。 杏 外 と 了 補 に 散 え て くれ る 」 


大 了 押 本 部 (代表 ) 06.6543-1234 


で ・ 区 台 乗車 放 可 


・ 世 還 許 可 を 取る 場合 は 、 還 本 の 写し を 持っ て 出発 地点 の 所 細 の ケー ザ ツ 著 の 交 通 へ 。 菩 の 
本 較 (スピ ー カ ー や 機材 の 位置 を 単に 春 い た 回 。 か な り ざっ くり で も OK ! ) を 協 か され る の で 、 
だ いた い の イ メー ジ は も っ て お と こう 

・ ち な み に 生還 請 は 、 到 玉 の 5 営 昌 前 に 申請 し な けれ ば な ら な い 。 デモ コー ス が 決ま ら な いと 、 
名 許可 の 四 大 は で き な い の で 、 荷台 業 許可 を 取っ て デモ を する 場合 は 、 公 園 使用 許 可 加 請 や 
デモ 申 靖 も 早い 目 に すま せ て お こう 


@ サウ ンド カー! ! | | (サウ ンド デモ の 場合 の み ) 


1. ト ラッ ク 


・ サ ウン ドカ ー の 大 き ざ は 、 工 せる 機材 の 大 き さ や D 」 が 荷台 に 太る か どう か で 変わ っ て くる が 、 償 た 
ち が サ ウン ド デ モ を や る 場合 は 、 捕 材 も そん な に 大 きく な い の で 2 て トラ ッ ク を 使う こと が 多い 」 

・ レ ンタ カー を 使う 場合 、 だ いた い の 場 合 は トラ ッ ク で も A 症 を 信 ひれ る こと が 多い が 、 レ ンタ カー 
屋 に よっ て は MT 車 し か な い 場 合 も ある の で 、MT 車 の 運転 に 不安 が ある 電 合 は 予約 の 刻 に 問い て み 
よう 

・ デ モ 当 日 の 天 所 予報 で 南 が 論 る か も し れ な いと いう 場合 、 南 に 代え て 機 付き の トラ ッ ク を 使え れ は ば ペ 
ター だ が 、 残 人 た と と に 機 付き の トラ ッ ク を い て いる レン タカ ー 屋 は あま りな い の で 、 ブ ルー シ 
ー ト や キャ ンプ 用 品 を 使う 等 し て 、 手 作り の 屋 格 を 作っ て お くい い . 

・ ト ラッ ク に 必要 を 付け た り 、 デ コレ ーション を する 場合 、 高 さ が 地 面 か ら 3.8m を 看 え る と 道交法 
反 に な っ て し まう みた いな の で 、 気 を 付け よう . 


2. 機材 


・ 人 た ち が サ ウン ド デ モ で 使っ て いる 根 材 は 、 は っ きり 言っ て 寄せ 集め 

D 」 較 人 の 機材 に 埋 ミ キサ ー、 そ れ か ら 500w くら い の ス ピー カー を 2 セッ ト 使っ て いる , 

も っ と 大 き な アン プ や スピ ー カ ー、 そ れ に ウー ファ ー な ん か も あれ ば いい ん だ けれ ど 、 無 いも の は し 
よう が な い … 甘 

( 考 ま で に 僕たち が サウ ンド デモ を や る 場合 の セッ ティ ング 回 を 付け と きま す 。) 
・ 自 前 で そろ わな く て も 、 音 材 、 発 電機 と も に レン タル 革 者 が ある の で 、 お 金 に 余裕 の ある 場合 は 
そっ ちゃ も 検 対し て みよ う 


機材 の セッ ティ ング 例 


@ あと は も う 、 デ モ る だ け 1IIII 


そし て 、 あ と は それ ぞ れ の 衣 可 古 が で きた ら 連 が 来る の で 、 取 り に 行く だ け 
以上 が デモ の 申請 に か か る 手続 き 、 や っ て みる と 、 そ ん な や や こし く は な い は ず 」 


敵陣 に デモ を する に は 申請 以外 に も デモ の 等 知 等 も し な けれ ば いけ な い が 、 そ れ も ブロ グ や twitter 
が あれ ば そん な に 麻 し い 語 で は な い は ず 。 また お 金 も か か ら な い H 既 の ビラ を 作る 場合 で も 公立 の 
作 科 や 上 間 の 印刷 屋 さん な ど で 色 々 安く で きる と ころ が ある 」 

ー・・ 人 え ば 

@ 大 屋 向 立 ド ー ン セン ター ( 天 漠 ) 印刷 :1 校 05 円 製 民 50 円 ( 紙 代 は 有 ) 

@ カ ンプ リ (北浜 、 本 町 、 斉 欄 、 宣 半 困 等) 印刷 :1 枚 2 円 製 大 :100 円 (用 和 代入) 


晴 も し て 、 調 可 古 も 受け 取っ て 、 千 燥 を すれ ば も う 準 儲 は 玩 了 、 あ と は も う デ モ る だ け だ 1 1 


デモ は 一 部 の 活動 家 の 人 た ちゃ 政党 ・ 団 体 だ け の 専 元 特 許 で は な く 、 
座 も が で きる 表現 手 答 。 

「 こ れ は お か し いや ろ 一 」 っ て こと が あれ ば 、 思 い 立っ た が 吉日 (の 
72 時 間 前 ? ) っ て こと で 、 ど ん どん 街 に 出 て みよ う I 目 


の と さい 


行進 及び 集団 示 茂 運動 に 関す る 条例 


了 和 29 利 10 月 5H 大 阪和 


条例 第 7 サ 
双 和 33 年 10 月 5 日 施行 
履正 昭和 29 科大 阪 市 条例 
魏 18 


第 一 系 [入会 各 の 許可 制 ] 
全 六 着 し く は 押 団 示 動 で 、 還 又は 衝 歩 で 行列 を 行い 、 箇 中 を 占 撤 は 行進 する 
こと に よ つ て 、 他 人 の 個人 的 権利 又は 笛 交 の 使用 を 接 除 、 も し く は 坊 填 する に 径 る べき 
も の は 、 公 安 妥 員 会 の 許可 を 受け な いで 、 こ れ を 行 つて は な ら な い 。 
第 三条 【 放 可 の 申 
前 集 の 許可 車 請 は 主催 者 た る 個人 又は 主催 する 団体 の 代表 者 か ら 、 行 進 若しくは 集団 
示 民 運動 を 行う 時 人 の も 三間 間 前 まで に 、 公 安 要 員 会 に 対し て 、 こ れ を 行わ な けれ ば 
な ら な い . 
第 三条 [中 請書 の 記載 要件] 
前 入 の 申 頂 書 に は 、 次 に 掲げ る 事項 を 記載 し な けれ ば な ら な い 。 
ー 條 着 し く は 押 団 示 研 運動 の 昌 時 
主催 者 及 び 参加 団体 の 名 前 及び 住所 
抹 江 基 しく は 入団 示 本 運動 の 行 層 
四 参加 巴 定数 
玉生 六 若しくは 押 団 示 度 運動 の 目的 及び 人 質 
邊 四条 [許可 の 条件 ] 
1 公安 要員 会 は 、 行 若しくは 畑 団 示 軍 動 が 、 公 共 の 安全 に 差 近 っ た 危険 を 及ぼ すこ 
と が 明か で ある 需 合 の 外 は 、 こ れ を 許可 し な けれ ば な ら な い 。 
2 公安 要員 会 は 、 前 項 の 場合 に お いて 許可 し な いと き は 、 達 や か に その 旨 を 、 詳 細 な 事 
備 及 び 理由 を 時 し て 市 会 に 四 告 し な けれ ば な ら な い 。 
3 鼻 項 の 許可 に は 、 昌 集 の 無秩序 、 又 は 最 行 か ら 一 般 公衆 を 保護 する た め 、 公 安 机 
会 が 必要 と 認め る 適当 な 条件 を 時 する こと が で きる 。 
第 五条 【 則 ] 
穫 一 条 の 規定 に 中 反し て 許可 を 受け な い 行 入 著しく は 生田 示 成 運動 を 指揮 し た も の 、 
邊 三条 に 規定 する 下 信 の 記載 を し て 許可 を 受け た も の 、 又 は 前 条 第 三 項 の 規定 
づき 公安 村 員 会 が 時 し た 条件 に 徒 わな いも の は 、 一 年 以下 の 悪役 は 下 万 円 以下 の 
恒 金 に 処す る 。 


第 六条 [本条 休 の 角 ] 
この 条例 の いか な る 部 分 も ( イ ) 和 一 条 に 規定 する 行 和 若しくは 集団 示 大 運動 以 外 の 
集会 を 行う v 利 を 、 い か な る 方 法 に お いて も 、 休 止 又 は 制 展 す る も の と 旅 し 、 ま た ( ロ ) 
公安 要員 会 、 愛 村 詞 そ の 他 の 朗 員 、 双 は 市 主 員 その 他 の 難 員 に 対し て 、 公 の 集会 、 政 治 
運動 、 琉 は ブラ カー ド 、 出 版 物 その 他 の 印刷 物 若 し く は 文書 を 検 関す る 秩 昌 を 呈 与 する 
も の と 解 了 し て は な ら な い - 
第 七条 [選挙 夢 動 と の 関係] 
この 条例 の いか な る 部分 も 、 公 季 員 の 選挙 に 関す る 法令 に 予 計 し 、 又 は 選挙 運動 の 
政治 的 集会 又は 演説 に 関し 、 事 前 の 大 出 を 必要 な らし め る も の と 解 息 し て は な ら な い 。 


全 則 ( め ) 
2 【 此 全廃] 


大 阪和 全 征 因 十 久 呈 行 和 、 示 動 及び 公 の 入会 
大 阪 市 条例 第 大 十 入 号 行 入 、 示 大 運動 及び 公 の 入会 
停 上 する 条例 は 、 こ れ を 廃止 する 。 


| する 条例 並び に 
| す る 条例 の 効力 を 


